
第 11号様式（第 12条関係） 

                   函 

令和 年（    年）  月  日  

 

 様 

 

函館市長  

 

函館市奨学金返還支援事業補助金交付決定兼確定通知書 

 

 

函館市奨学金返還支援事業補助金交付要綱に基づき，令和 年  月  日 

申請の補助金の交付については，下記のとおり決定し，確定したので，同要綱

第１２条の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 補助金額              円 

２ 補助金交付の時期    令和 年  月 

３ 次の条件を承認されたい。 

(1) この通知に係る補助金の交付の決定の内容またはこれに付された条件に

不服があるときは，文書をもって当該移補助金の交付の申請を取り下げる

ことができる。 

(2) この補助金の交付の決定後における事情の変更により特別の必要が生じ

たときは，この決定の全部もしくは一部を取り消し，またはこの決定の内

容もしくはこれに付した条件を変更することがある。 

(3) 事業の遂行にあたっては，この決定の内容およびこれに付した条件に従

い，善良な管理者の注意をもってこれにあたること。 

(4) 事業が適切に実施されたかどうか等を確認するため，必要な事項の報告

を求め，および関係する場所に立入調査を行うことがある。報告および立

入調査に応じない場合，虚偽の内容を申請したものと推定し，(5)に定める

返還請求を行う場合がある。 

(5) 次のいずれかに該当するときは，この補助金の交付の決定の全部または

一部を取り消し，当該取り消しに係る部分に関し，すでに補助金が交付さ

れているときは，期限を定めて，その返還を命ずることがある。 

  この場合，補助金の額の確定後においても同様とする。 



 (ｱ) この補助金を他の用途に使用したとき。 

 (ｲ) この補助金の交付の決定の内容またはこれに付した条件に違反したと 

  き。 

 (ｳ) 法令または函館市奨学金返還支援事業補助金交付要綱に基づく市長の 

措置に違反したとき。 

  (ｴ) 天災地変その他補助金の交付の決定後生じた事情変更により，補助金 

の全部または一部を継続する必要がなくなったとき。 

  (ｵ) 虚偽の申請その他不正な行為があったとき。 

 (6) 補助対象者が勤務する若者応援企業は，この補助事業等について，帳 

簿その他の関係書類を備え，これを整理しておくとともに，この補助事 

業等の補助金交付決定日の属する年度の翌年度の初日から５年間保存し 

なければならない。 


